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目次
「 神さまの轍(わだち)」 劇場公開始まる P02
平成28年度決算報告 P03
税務課からのお知らせ P06
井手町議会議員一般選挙・京都府知事選挙のお知らせ P08
子育て支援カレンダー P10

町の人口（3月１日現在）
男性 3,669 人
女性 3,931 人

計 7,600 人
　井手小学校と多賀小学校で１月 24 日（水）、車いすフェン
シングの選手で国際大会にも出場された安井一彦さんを迎えて
の特別授業が行われました。（P02）
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

児
童
た
ち
が
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
を
体
験

　

井
手
・
多
賀
小
学
校
で
安
井
一
彦
さ
ん
が
特
別
授
業

　

井
手
小
学
校
と
多
賀
小
学
校
で

１
月
24
日
（
水
）、
車
い
す
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
選
手
で
国
際
大
会
に
も

出
場
さ
れ
た
安
井
一
彦
さ
ん
を
迎

え
て
の
特
別
授
業
が
行
わ
れ
、
児

童
た
ち
が
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

の
一
端
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

安
井
さ
ん
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

レ
ー
サ
ー
に
憧
れ
て
世
界
選
手
権

出
場
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

事
故
で
脊
髄
を
損
傷
し
車
い
す
で

の
生
活
に
。
そ
の
後
、
通
っ
て
い

た
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
車
い
す

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
に
出
会
い
、
一
度

は
あ
き
ら
め
た
世
界
選
手
権
を
目

指
す
夢
に
再
び
挑
戦
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。　

　

こ
の
う
ち
井
手
小
学
校
で
は
、

４
年
生
39
人
を
前
に
、
車
い
す
で

の
生
活
の
様
子
や
車
い
す
フ
ェ
ン

シ
ン
グ
の
競
技
な
ど
に
つ
い
て
解

説
し
、「
車
い
す
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
と

出
会
っ
た
こ
と
で
、
一
度
は
挫
折

し
た
夢
が
蘇
り
、
今
も
２
０
２
０

年
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
目
指
し

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
何
か
を
や

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
き
て
よ
か
っ
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
出
会
い
を
ど
う
生
か
し
て
い

く
か
が
大
切
で
す
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

ま
た
１
月
30
日
（
火
）
に
は
、

両
小
学
校
で
ロ
ン
ド
ン
五
輪
に
出

場
さ
れ
た
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

映
画
「
神
さ
ま
の
轍
」
劇
場
公
開
始
ま
る

　
　
　
　
　
　

公
開
初
日
は
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
で
舞
台
挨
拶

　

井
手
町
で
撮
影
さ
れ
た
映
画「
神

さ
ま
の
轍
（
わ
だ
ち
）
～
ｃ
ｈ
ｅ

ｃ
ｋ
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ　

ｏ
ｆ　

ｔ
ｈ

ｅ　

ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
～
」
の
京
都
先
行

上
映
が
２
月
24
日
（
土
）
か
ら
始

ま
り
、
公
開
初
日
は
イ
オ
ン
シ
ネ

マ
久
御
山
で
、
作
道
雄
監
督
や
井

手
町
住
民
ら
に
よ
る
舞
台
挨
拶
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
舞
台
挨
拶
で
作
道
監
督

は
「
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り

付
け
た
感
じ
で
、感
無
量
で
す
」と
、

制
作
に
か
か
わ
っ
た
２
年
半
を
振

り
返
り
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に

映
画
を
観
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今

後
の
応
援
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

ま
た
主
演
の
荒
井
敦
史
さ
ん
と

岡
山
天
音
さ
ん
が
撮
影
時
の
井
手

町
で
の
思
い
出
な
ど
を
語
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
コ
メ
ン
ト
ム
ー
ビ
ー
も
上

映
さ
れ
た
ほ
か
、
会
場
を
訪
れ
た

住
民
の
皆
さ
ん
も
登
壇
し
、
映
画

の
感
想
や
町
の
魅
力
な
ど
を
発
表

し
ま
し
た
。

　

ま
た
25
日
（
日
）
に
は
、
元
Ｆ

１
レ
ー
サ
ー
で
、
現
在
は
自
転
車

競
技
で
活
躍
す
る
片
山
右
京
さ
ん

を
迎
え
、
作
道
監
督
と
自
転
車
の

魅
力
や
可
能
性
を
テ
ー
マ
に
し
た

ス
ペ
シ
ャ
ル
ト
ー
ク
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

映
画
「
神
さ
ま
の
轍
」
は
、
イ

オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
、
イ
オ
ン
シ

ネ
マ
高
の
原
他
で
公
開
中
で
す
。

　
　
　

◇　
　
　
　
　
　

◇

イ
ミ
ン
グ
の
選
手
・
小
林
千
沙
さ

ん
を
講
師
に
迎
え
て
の
特
別
授
業

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
教
養
講
座
「
井
手
玉
川

大
学
」
の
閉
講
式
と
平
成
29
年
度

の
最
終
講
座
が
２
月
21
日
（
水
）、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
社
会
活
動
に
参
加
す

る
意
欲
と
実
践
力
を
高
め
よ
う
と
、

毎
年
開
い
て
い
る
講
座
で
、
閉
講

式
で
は
松
田
定
教
育
長
が
、
既
定

の
回
数
受
講
し
た
方
に
修
了
証
を

授
与
し
た
ほ
か
、
39
人
に
皆
勤
賞

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

ま
た
最
終
講
座
で
は
、ス
ト
レ
ッ

チ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
阪
上
紀

子
さ
ん
に「
座
っ
て
で
き
る
！
楽
々

シ
ニ
ア
ス
ト
レ
ッ
チ
」
と
題
し
て

ス
ト
レ
ッ
チ
の
指
導
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

39
人
が
皆
勤
賞

　
　
　
　

井
手
玉
川
大
学
閉
講
式

【
訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
い
で
２
月

号
16
ペ
ー
ジ
、
婚
姻
の
欄
で
浜
本

弘
一
さ
ん
の
妻　

堀
川
華
代
さ
ん

の
名
前
が
誤
っ
て
お
り
ま
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
し
ま
す
。

授業で車いすフェンシングについて説明する安井さん

ストレッチに挑戦する受講者の皆さん

公開初日に行われた作道監督（右）や住民の皆さ
んによる舞台挨拶（イオンシネマ久御山）
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平成２８年度決算報告平成２８年度決算報告

一般会計決算
　３億７０３３万３千円の黒字でした
一般会計決算
　３億７０３３万３千円の黒字でした

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
６

つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
・

多
賀
地
区
簡
易
水
道
事
業
・
後
期

高
齢
者
医
療
・
介
護
保
険
・
公
共

下
水
道
事
業
・
多
賀
財
産
区
）、
井

手
町
水
道
事
業
会
計
の
決
算
は
、

昨
年
９
月
の
定
例
町
議
会
に
提
案

さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
議
に
付

さ
れ
た
の
ち
、
昨
年
の
12
月
定
例

町
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
会
計
に
お
け
る
決
算
は
表
１

の
と
お
り
で
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

45
億
７
２
４
６
万
２
千
円
に
対

し
、
歳
出
41
億
５
８
０
０
万
３
千

円
で
、
差
し
引
き
形
式
収
支
で

は
、
４
億
１
４
４
５
万
９
千
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

う
ち
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
明

許
財
源
４
４
１
２
万
６
千
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

３
億
７
０
３
３
万
３
千
円
と
な
り
、

こ
れ
が
平
成
29
年
度
へ
の
繰
越
金

と
な
り
ま
し
た
。

　

監
査
委
員
の
報
告
で
は
、「
日
本

の
景
気
は
、
緩
や
か
な
回
復
基
調

が
続
い
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
井
手
町
の
よ
う
に
財
政
基

盤
の
弱
い
自
治
体
で
は
、
景
気
回

復
が
十
分
に
波
及
す
る
と
は
限
ら

な
い
た
め
、
油
断
せ
ず
健
全
な
行

財
政
運
営
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
も
歳
入

の
確
保
は
厳
し
い
状
況
が
続
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
歳
出
に
つ
い

て
は
限
ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
活

用
し
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
上
げ
る
た
め
、
施
策
の
緊
急

度
・
重
要
度
や
経
済
性
・
効
率
性
・

有
効
性
を
判
断
し
な
が
ら
、
安
全
・

安
心
の
た
め
の
防
火
水
槽
の
設
置

や
町
営
住
宅
の
長
寿
命
化
、
ま
た

町
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
各

種
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
、
防
災
拠
点
の

役
割
を
果
た
す
新
庁
舎
の
建
設
事

業
な
ど
に
取
り
組
む
た
め
の
基
金

を
計
画
的
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い

る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
有
効
に

運
用
し
健
全
な
行
財
政
運
営
に
努

め
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
評
価
す
べ

き
点
が
随
所
で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。　

ま
た
、
上
下
水
道
事
業
会
計
に
つ

き
ま
し
て
も
、
将
来
展
望
を
見
据

え
た
財
政
運
営
の
た
め
、
上
下
水

道
事
業
経
営
等
審
議
会
を
開
催
さ

れ
、
水
道
料
金
な
ど
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
評
価
す
る
と
こ
ろ
で

会計別 歳入 歳出 翌年度へ繰り
越すべき財源 実質収支 備考

一般会計 4,572,462 4,158,003 44,126 370,333

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 1,208,832 1,210,757 0 △ 1,925 翌年度歳入繰上充用金
で歳入不足を補てん

多賀地区簡易水道
事業特別会計 45,409 43,927 0 1,482

後期高齢者医療特別会計 96,358 93,710 0 2,648

介護保険特別会計 823,715 773,856 0 49,859

公共下水道事業特別会計 402,743 392,672 0 10,071

多賀財産区特別会計 2,539 2,139 0 400

井手町水道
事業特別会計

収益的収入 収益的支出 差引額
129,827 114,864 14,963

資本的収入 資本的支出 差引額
2,529 83,651 △ 81,122

計 132,356 198,515 △ 66,159

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（消費税含）

表１ 各会計別　歳入・歳出 （単位：千円） あ
り
ま
す
」
と
総
括
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
後
も
、
第
４
次
総
合

計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
理
念
を

実
現
す
る
た
め
、
歳
入
・
歳
出
両

面
に
お
い
て
中
・
長
期
的
な
視
点

に
立
ち
、
実
効
性
の
あ
る
事
務
事

業
の
進
行
管
理
に
基
づ
い
た
行
財

政
運
営
に
よ
り
健
全
財
政
を
維
持

し
つ
つ
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら

な
る
向
上
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
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歳入（収入）歳入（収入）
平成２８年度決算報告

●歳入
　 歳 入 は ４ ５ 億 ７ ２ ４ ６ 万 ２ 千 円 で、 前 年 度 よ り
５６６３万８千円（１．３％）の増です。主なものは、国
庫支出金１億９８５９万１千円、府支出金５７４３万円、
財産収入５５９万４千円が増加し、町税２１６６万円、
株式等譲渡所得割交付金３８３万１千円、地方消費税交
付金８４１万円、地方交付税６５３７万８千円、繰入金
２億８４８万４千円が減少しています。
■国庫支出金

５億４４２７万３千円（対前年度比５７．４％増）
　国の行政に要する経費、町の特定の施策を行うため
の経費に充てるため、その財源の全部または一部をそ
の目的、性格により、負担金、補助金、委託金の３つ
に分類されて交付されるものです。

■府支出金
３億６０００万１千円（対前年度比１９．０％増）

　府の行政に要する経費、町の特定の施策を行うため
の経費に充てるため、その財源の全部または一部をそ
の目的、性格により、負担金、補助金、委託金の３つ
に分類されて交付されるものです。

■財産収入
４７８５万１千円（対前年度比１３．２％増）

　土地建物貸付収入、各種基金運用益です。

■町税
８億７３０２万２千円（対前年度比２．４％減）

　町税収入は、歳入全体の１９．１% を占め、１世帯あ
たり２５万９２８８円、１人あたり１１万５１２９円
を納めていただいたことになります。

■地方消費税交付金
１億６２１５万５千円（対前年度比４．９％減）

　地方消費税の１／２に相当する額が、市町村に交付
されるものです。

■地方交付税
１６億４９０１万８千円（対前年度比３．８％減）

　地方公共団体が、標準的な行政運営を行う場合、財
源不足額に応じて国から交付されるお金です。歳入全
体の３６．１％を占めています。

‐ 用語の解説 ‐
【自 主 財 源】　町自らが収納・徴収できる財源
【依 存 財 源】　国や京都府から交付・割り当てられる財源
【地方交付税】　自治体の財政力に応じて国から交付されるお金
【繰　入　金】　財政調整基金等（家庭の貯金にあたる）の取り崩しなどにより繰り入れたお金
【繰　出　金】　特別会計などに繰り出したお金

自　主　
財

　
源

依

　存　財　源

歳入
45 億 7264 万 2 千円

町税
19.1%

\ 繰入金 0.4%

繰越金 9.0%

－諸収入 1.1%
　その他 2.8%

地方交付税
　　36.1%

国庫支出金
　　　11.9%

府支出金
　　　7.9%

町債 7.2%
　　　　 \

その他 4.5%
―

歳出
41 億 5800 万 3 千円

人件費
　　19.5%

扶助費
　　8.8%

公債費 6.0%

普通建設事業費
　　　　21.2%

物件費
　12.7%

補助費等
　15.0%

積立金
5.2%

維持補修費
　　0.3%　\

操出金
　11.3%

一般会計
41 億 5800 万 3 千円

総務費
1,163,055 千円

民生費
923,563 千円

 /
衛生費
260,327 千円

　　　　／
農林水産業費
43,006 千円

　土木費
847,063 千円

商工費
94,068 千円
　　　　\

消防費
246,323 千円－

教育費
272,036 千円－

災害復旧費
1,813 千円 \

公債費 248,959 千円
―　議会費 57,790 千円

／
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歳出（支出）歳出（支出）

■総務費
１１億６３０５万５千円（対前年比１８．９％減）

・交流人口拡大・定住プロジェクト １２４０万１千円
・情報セキュリティ強化対策事業 ２６８６万９千円
・特別会計繰出金 ４億６７８６万２千円
・コミュニティ助成 ９７０万円
・ＬＥＤ照明整備 ２６６万４千円
・街灯ＬＥＤ整備 ４３６万８千円
・各区街灯及び商工会公安灯助成 １８８万４千円
・JR 奈良線高速化・複線化第二期事業費補助

２６５０万２千円
・庁舎等整備基金積立 １億７０００万円

■民生費
９億２３５６万３千円（対前年度比３．８％増）

・社会福祉協議会活動費 １９４８万４千円
・障害者自立支援事業費 １億８３３５万２千円
・臨時福祉給付金、年金生活者等支援臨時福祉給付金

３８１７万１千円
・児童手当等 ９８５１万円
・老人医療 １３０２万２千円
・いづみ保育園改修 １２２５万９千円

■衛生費
２億６０３２万７千円（対前年度比７．０％増）

・予防接種事業、健康増進等予防費 ２９７８万１千円
・乳児健診等母子保健費 ５９７万６千円
・一般廃棄物収集運搬委託 ３２２４万８千円
・城南衛生管理組合分担金 ９７７４万９千円
・保健センター改修 １１１１万４千円
・井手地区共同墓地改修 １１０万６千円

■農林水産業費
４３００万６千円（対前年度比０．８％減）

・有害鳥獣駆除 ２２１万７千円
・新規就農者確保対策事業 １５０万円
・農地・水・環境保全向上対策事業 ４６８万４千円

●歳出
　歳出は４１億５８００万３千円で、前年度より
５４８９万５千円（１．３％）の増となりました。主な
支出は次のとおりです。

■商工費
９４０６万８千円（対前年度比５７．３％増）

・プレミアム付商品券発行事業補助 ８９６万７千円
・商工会振興事業 ７５０万円
・桜まつり ５５０万円
・日本遺産観光案内サイン整備 ２５５万４千円
・野外活動センター施設整備 １８２万８千円
・まちづくりセンター施設整備 ２０１万７千円

■土木費
８億４７０６万３千円（対前年度比５０．２％増）

・町道３号線他道路改良 ２億７８６２万３千円
・ＪＲ山城多賀駅エレベータ整備

１億７８７７万７千円
・ＪＲ玉水駅周辺整備 １億２１３２万９千円
・橋梁長寿命化修繕 １８３０万４千円
・合藪ポンプ場施設整備 ５０１万５千円
・下排水路改修工事 ５９２６万９千円
・改良住宅等改修 ７３２万８千円
・町営住宅長寿命化改修 ７７４２万３千円

■消防費
２億４６３２万３千円（対前年度比３．３％増）

・常備消防設置委託 １億６７２５万１千円
・消防団資機材購入 ５６３万４千円
・防火水槽設置 １７３７万９千円
・防災マップ作成業務 ７５６万円

■教育費
２億７２０３万６千円（対前年度比６．８％減）

・泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業
８２万５千円

・中学校教育情報化推進 １１３万７千円
・史跡整備 ３６３万１千円
・給食センター施設整備 ４５６万６千円

■災害復旧費
１８１万３千円（対前年度比９２．３％減）

・南溝農地災害復旧事業 １７８万円

■公債費
２億４８９５万９千円（対前年度比１．４％減）

・償還元金 ２億１８０１万３千円
・償還利子 ３０９４万６千円

平成２８年度決算報告
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バ
イ
ク
・
軽
自
動
車
の

　

廃
車
・
名
義
変
更
の
手
続
き
は
お
早
め
に

■
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
そ
の
年

の
４
月
１
日
現
在
で
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

盗
難
な
ど
で
、
現
在
所
有
し
て
い

な
く
て
も
廃
車
の
手
続
き
を
さ
れ

ま
せ
ん
と
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
廃
車
・
名
義
変
更
の
手

続
き
を
す
る
場
所
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※
４
月
１
日
を
過
ぎ
ま
す
と
、
実

際
に
は
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
を
所

有
し
て
い
な
い
の
に
課
税
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
陸
運
支
局
等
で
は
毎
年
、

年
度
末
の
３
月
は
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
・

異
動
・
廃
車
等
の
申
請
は
、
で
き

る
だ
け
早
め
（
３
月
15
日
ご
ろ
ま

で
）
に
済
ま
せ
て
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
軽
自
動
車
税
納
税
通
知

書
は
４
月
中
旬
に
発
送
い
た
し
ま

す
の
で
、
４
月
20
日
（
金
）
ま
で

に
納
税
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

方
、
も
し
く
は
、
廃
車
申
告
等
の

手
続
き
を
さ
れ
た
の
に
納
税
通
知

書
が
届
い
て
い
る
方
は
、
お
手
数

で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

減
免
申
請
は
納
期
限
ま
で
に

　

軽
自
動
車
税
に
は
、
身
体
に
障

が
い
の
あ
る
方
に
対
す
る
減
免
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
軽
自
動
車

税
納
税
通
知
書
が
ご
自
宅
に
届
い

て
か
ら
、納
期
限（
５
月
１
日（
火
））

ま
で
に
税
務
課
で
申
請
手
続
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
手
続
に
必
要
な
書
類
等
】

○
減
免
申
請
書
（
税
務
課
に
あ
り

ま
す
）

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

○
障
害
者
手
帳
等
に
関
す
る
証
明

種類 手続場所

原動機付自転車（排気量 125cc 以下）
小型特殊自動車（農耕用・その他）

役場税務課
　　℡ 82-6163

軽自動車
二輪 　125cc 超

　　　250cc 以下
京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

三輪
四輪 660cc 以下 軽自動車検査協会

　℡ 050-3816-1844

二輪の小型自動車（250cc を超えるもの）京都運輸支局
　℡ 050-5540-2061

書○
当
該
車
両
を
使
用
さ
れ
る
方
の

運
転
免
許
証

○
軽
自
動
車
検
査
証

○
申
請
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
も
の
）

ま
た
は
通
知
カ
ー
ド
（
紙
製
の
も

の
）
＋
本
人
確
認
書
類
（
障
害
者

手
帳
や
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

な
お
、
減
免
対
象
者
は
一
定
の

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧

　

納
税
者
が
町
内
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
自

己
の
土
地
や
家
屋
の
評
価
が
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
と
「
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
が
縦
覧
で

き
ま
す
。

○
縦
覧
事
項

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
評
価
額

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」
所
在
、

家
屋
番
号
、種
類
、構
造
、床
面
積
、

建
築
年
、
評
価
額

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

納
税
義
務
者
が
所
有
す
る
固
定

資
産
、
借
地
人
・
借
家
人
が
使
用

し
て
い
る
固
定
資
産
、
賦
課
期
日

後
に
固
定
資
産
を
取
得
さ
れ
た
方

な
ど
が
、対
象
資
産
に
つ
い
て
「
固

定
資
産
課
税
台
帳
」
に
記
載
さ
れ

た
内
容
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

○
閲
覧
事
項

「
土
地
課
税
台
帳
」所
有
者
の
住
所
・

氏
名
、土
地
の
所
在
、地
番
、地
目
、

地
積
、
評
価
額
な
ど

「
家
屋
課
税
台
帳
」所
有
者
の
住
所
・

氏
名
、
家
屋
の
所
在
、
家
屋
番
号
、

種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、

評
価
額
な
ど

「
償
却
資
産
課
税
台
帳
」
所
有
者
の

住
所
・
氏
名
、
取
得
価
格
、
帳
簿

価
格
、
評
価
額
な
ど

《
必
要
書
類
等
》

①
印
鑑
（
認
印
）

②
納
税
通
知
書
、
課
税
明
細
書

③
本
人
が
確
認
で
き
る
免
許
証
等

④
委
任
状
と
代
理
人
本
人
が
確
認

で
き
る
免
許
証
等

⑤
賃
貸
借
契
約
書
と
本
人
が
確
認

で
き
る
免
許
証
等

⑥
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
を
証

す
る
書
類
と
本
人
が
確
認
で
き
る

免
許
証
等

▽
縦
覧
期
間　

平
成
30
年
４
月
２

日
～
５
月
１
日
（
土
、
日
・
祝
日

を
除
く
）

▽
閲
覧
期
間　

平
成
30
年
４
月
２

日
～
翌
年
３
月
29
日
（
土
、
日
・

祝
日
及
び
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く
）

▽
縦
覧
・
閲
覧
時
間　

午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
15
分
（
正
午
～
午

後
１
時
ま
で
を
除
く
）

▽
場
所　

税
務
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、税
務
課
（
℡

82
‐
６
１
６
３
）
ま
で

■
固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧、固定資産税台帳等の閲覧のできる方
縦覧・閲覧のできる方 必要書類等

縦
覧

納税者（現に土地又は家屋の固定資産税を納めている方） ①・②または③
納税者と同一世帯の親族 ①・②または③

納税管理人 ①・②または③
納税者の代理人 ①・④

閲
覧

納税義務者 ①・②または③
納税義務者の代理人 ①・④

借地人・借家人 ①・⑤
賦課期日後に固定資産を取得された方など ①・⑥
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町
民
税
・
府
民
税
の
申
告

　
　

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

町
民
税
・
府
民
税
の
申
告
は
、

あ
な
た
の
昨
年
１
年
間
（
平
成
29

年
１
月
１
日
～
12
月
31
日
）
の
全

て
の
所
得
及
び
控
除
な
ど
の
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
町
民

税
と
府
民
税
を
計
算
す
る
重
要
な

資
料
と
な
る
も
の
で
す
。

【
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
】

・
平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
井

手
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
昨

年
１
年
間
に
所
得
が
あ
り
、
所
得

税
の
確
定
申
告
の
提
出
の
必
要
の

な
い
人
（
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払

報
告
書
や
公
的
年
金
支
払
報
告
書

が
役
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

・
給
与
や
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴

収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
所
得

控
除
（
扶
養
控
除
や
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
）
が
あ
る
人

※
公
的
年
金
等
の
収
入
４
０
０
万

円
以
下
で
確
定
申
告
の
必
要
が
な

い
場
合
で
も
住
民
税
の
申
告
が
必

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
所
得
の
な
か
っ
た
人
】

　

申
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

申
告
が
な
い
と
福
祉
関
係
や
国
民

健
康
保
険
税
な
ど
の
算
定
に
影
響

が
出
る
場
合
や
所
得
に
関
す
る
証

明
書
の
発
行
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

お
問
合
せ
は
税
務
課
（
℡
82
‐

６
１
６
３
）
ま
で
。

平成 30 年６月 30 日から、農業委員会は新体制になります

農業委員、農地利用最適化推進委員の
　　　　　　　　　　　　推薦・応募を受け付けます

　平成 28 年４月に農業委員会等に関する法律が施行され、農業委員はこれまでの選挙制及び専任制から、
議会の同意を要する町長の任命制となりました。
　また、農地の利用の最適化（担い手の農地の集積や遊休農地の発生防止等）を推進するため、農業委員
会が新たに農地利用最適化推進委員を委嘱することになりました。
　井手町では、現在の農業委員の任期満了に伴い、平成 30 年６月 30 日から新たな農業委員会の体制とな
るため、農業委員及び農地利用最適化推進委員の推薦・応募を受け付けます。

募集期間　平成 30 年３月 14 日（水）から４月 13 日（金）午後５時 15 分必着
募集方法　募集要項をご確認いただき、指定の推薦書または応募書に必要書類を添えて提出してください。
　　　　　指定の書類は、町ホームページまたは井手町役場産業環境課に用意しています。
　　　　　両委員は、重複して推薦・応募することができますが、兼職はできません。

問合わせ　産業環境課（℡８２－６１６８）
提出先　　〒６１０－０３０２　井手町大字井手小字南玉水６７　井手町役場産業環境課

農業委員

　毎月開催される農業委員会総会に出席し、法令
に基づく許認可等の採決を行います。農地利用最
適化推進委員と連携した農地利用の最適化に関す
る業務、担い手への農地のあっせん、耕作放棄地
の発生防止・解消、新規就農者の参入促進等を行
います。

○募集人数　10 名
○任期　平成 30 年６月 30 日から 33 年６月 29 日
○資格　農業に関する識見を有し、農地等の利用
　　　の最適化の推進に関する事項その他の農業
　　　委員会の所掌に属する事項に関しその職務
　　　を適切に行うことができる者。ただし、
　　　①破産手続開始の決定を受けて復権を得な
　　　い者②禁固以上の刑に処せられ、その執行
　　　を終わるまで又はその執行を受けることが
　　　なくなるまでの者③井手町暴力団排除条例
　　　第２条第１項第３号に規定する暴力団員等
　　　④井手町市暴力団排除条例第６条に規定す
　　　る暴力団員と社会的に非難されるべき関係
　　　を有する者⑤推薦又は応募の日において
　　　２０歳未満の者は除きます。
○報酬　井手町の条例で定める額

農地利用最適化推進委員

　毎月開催される農業委員会総会に出席し、農地
の利用最適化に関することについて意見を述べる
ことができます。農業委員と共に農地の利用状況
調査、担い手への農地のあっせん、耕作放棄地の
発生防止・解消、新規就農者の参入促進等を行い
ます。

○募集人数　２名　井手地区１名　多賀地区１名
○任期　平成 30 年６月 30 日から 33 年６月 29 日
○資格　農地等の利用の最適化の推進に熱意と識
　　　見を有し、担当地区内において、農地の利
　　　用の最適化の推進のための活動ができる者。
　　　ただし、①破産手続開始の決定を受けて復
　　　権を得ない者②禁固以上の刑に処せられ、
　　　その執行を終わるまで又はその執行を受け
　　　ることがなくなるまでの者③井手町暴力団
　　　排除条例第２条第１項第３号に規定する暴
　　　力団員等④井手町市暴力団排除条例第６条
　　　に規定する暴力団員と社会的に非難される
　　　べき関係を有する者⑤推薦又は応募の日に
　　　おいて２０歳未満の者は除きます。
○報酬　井手町の条例で定める額
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４
月
28
日
に
任
期
が
満
了
す
る

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は
、

４
月
３
日
告
示
、
４
月
８
日
投
票

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
京
都
府
知
事
選
挙
に
つ

い
て
も
３
月
22
日
に
告
示
さ
れ
同

じ
く
４
月
８
日
が
投
票
日
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
選
挙
は
、
私
達
の
代

表
を
選
ぶ
最
も
身
近
で
大
切
な
選

挙
で
す
。棄
権
し
な
い
で
、よ
く
見
・

よ
く
聞
き
・
よ
く
考
え
て
必
ず
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
投
票
の
順
序
は
、
ま
ず

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
、
次

に
京
都
府
知
事
選
挙
と
な
り
ま
す

の
で
十
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
に
投
票
資
格

が
違
い
ま
す
の
で
よ
く
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

■
投
票
で
き
る
人
は

　

今
回
の
選
挙
に
投
票
資
格
の
あ

る
人
は
、
平
成
12
年
４
月
９
日
以

前
に
生
ま
れ
、
投
票
日
当
日
18
歳

以
上
に
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

平
成
30
年
１
月
２
日
ま
で
に
町

内
に
住
民
登
録
し
投
票
日
（
４
月

８
日
）
当
日
も
引
き
続
い
て
在
住

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

京
都
府
知
事
選
挙

　

平
成
29
年
12
月
21
日
ま
で
に
町

内
に
住
民
登
録
し
引
き
続
い
て

３
ヶ
月
以
上
在
住
さ
れ
て
い
る
方

又
は
、
井
手
町
か
ら
府
内
に
転
出

後
４
カ
月
経
過
し
て
い
な
い
方
で

町
内
に
住
民
登
録
を
し
て
３
ヶ
月

以
上
在
住
し
て
い
た
方
で
す
。

■
投
票
所
入
場
券
及
び
選
挙
公
報

の
配
布

　

投
票
所
入
場
券
の
配
布
に
つ
き

ま
し
て
は
、
選
挙
人
一
人
に
一
枚
、

郵
便
は
が
き
に
て
、
ご
家
庭
に
お

届
け
し
ま
す
。
投
票
日
当
日
ま
で

大
切
に
保
管
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
投
票
所
入
場
券
は
忘
れ
ず
に

　

４
月
８
日
の
投
票
日
に
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
投
票
時
間
は
、
午
前
７
時
か
ら

午
後
８
時
ま
で
で
す
。

◎
入
場
券
に
指
定
さ
れ
た
投
票
所

以
外
で
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

◎
投
票
所
に
行
く
時
は
、
入
場
券

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

お
忘
れ
に
な
っ
た
時
は
、
そ
の
旨

を
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
、

再
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

■
投
票
の
仕
方

　

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
は

候
補
者
の
氏
名
を
投
票
用
紙
（
ク

リ
ー
ム
色
）
に
記
入
し
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

　

京
都
府
知
事
選
挙
は
候
補
者
の

氏
名
を
投
票
用
紙
（
白
色
）
に
記

入
し
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　

４
月
８
日
の
投
票
日
に
次
の
理

由
に
よ
り
、
投
票
所
に
行
け
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め
に
、
期

日
前
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
が
で
き
る
場
合
は

次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
投
票
日
当
日
、
職
務
に
従
事

中
で
あ
る
と
き

二
、
何
ら
か
の
用
事
の
た
め
、
旅

行
中
ま
た
は
滞
在
中
で
あ
る
場
合

（
た
と
え
ば
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な

ど
の
私
用
で
投
票
区
の
区
域
外
に

い
る
よ
う
な
場
合
）

三
、
投
票
日
当
日
、
出
産
、
手
術
、

身
体
の
障
が
い
等
で
歩
く
こ
と
が

困
難
で
あ
る
場
合
等
で
す
。

　

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は

４
月
４
日
（
告
示
日
の
翌
日
）
か

ら
４
月
７
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
で
す
。
ま
た
、
京
都
府
知
事

選
挙
は
３
月
23
日
（
告
示
の
翌
日
）

か
ら
４
月
７
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
土
・
日
・

祝
日
も
含
め
て
、
午
前
８
時
半
か

ら
午
後
８
時
ま
で
の
間
、
役
場
一

階
期
日
前
投
票
所
で
行
っ
て
い
ま

す
。

■
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

４
月
８
日
の
投
票
日
に
、
病
院

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
に
入

所
中
の
方
で
投
票
所
に
い
け
な
い

と
見
込
ま
れ
る
方
の
た
め
に
、
投

票
日
の
前
で
も
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
の
で
き
る
期
間
は
、

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は

４
月
４
日
（
告
示
日
の
翌
日
）
か

ら
４
月
７
日
（
投
票
日
の
前
日
）

ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
京
都
府
知
事
選
挙
で
は

３
月
23
日
（
告
示
の
翌
日
）
か
ら

４
月
７
日
（
投
票
日
の
前
日
）
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
指
定
病
院
な
ど
で
す
る
場
合

　

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会

が
指
定
し
た
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
・

身
体
障
害
者
支
援
施
設
な
ど
に

入
っ
て
お
ら
れ
る
方
も
、
そ
の
病

院
内
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

方
は
、
そ
の
障
が
い
の
程
度
に
よ

り
、
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
の
被
保
険
証

に
要
介
状
態
区
分
が
要
介
護
５
で

あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
方
も
郵

便
に
よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。

　

な
お
、
こ
の
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
郵
便
投
票
証
明
書
の
交
付
を

受
け
て
お
き
、
そ
の
証
明
書
を
添

え
て
投
票
用
紙
を
請
求
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
郵
送
す

る
期
間
も
考
慮
し
て
、
早
め
に
投

票
を
済
ま
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

■
井
手
町
以
外
の
市
区
町
村
で
不

在
者
投
票
を
す
る
と
き

　

不
在
者
投
票
を
さ
れ
る
方
は
、

あ
ら
か
じ
め
滞
在
地
の
市
区
町
村

選
挙
管
理
委
員
会
で
宣
誓
書
用
紙

の
交
付
を
受
け
、
こ
れ
に
投
票
日

当
日
（
４
月
８
日
）
に
、
投
票
所

へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い
理
由
に

丸
を
つ
け
、
井
手
町
選
挙
管
理
委

員
会
に
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で
投

票
用
紙
等
を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

請
求
を
受
け
た
井
手
町
選
挙
管

理
委
員
会
は
、「
投
票
用
紙
」・「
不

在
者
投
票
用
封
筒
」
お
よ
び
封
を

し
た
「
不
在
者
投
票
証
明
書
」
を

交
付
し
ま
す
。
こ
の
「
不
在
者
投

票
証
明
書
」
の
封
筒
は
、
決
し
て

開
封
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
開
封

さ
れ
る
と
不
在
者
投
票
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

　

交
付
さ
れ
た
投
票
用
紙
等
を

持
っ
て
滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙

管
理
委
員
会
の
指
示
に
従
っ
て
投

票
し
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
を
受
け
付
け
た
滞

在
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
は
、
あ

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
・

京
都
府
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

井
手
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
・

京
都
府
知
事
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

■
投
票
日
は
４
月
８
日
（
日
曜
日
）
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な
た
の
不
在
者
投
票
を
す
ぐ
井
手

町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付
し
ま

す
が
、
投
票
所
閉
鎖
時
刻
ま
で
に

到
着
し
な
い
と
無
効
に
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

以
上
が
不
在
者
投
票
の
あ
ら
ま

し
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
、

大
切
な
選
挙
権
を
行
使
で
き
る
よ

う
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
制
度

を
よ
く
理
解
し
、
該
当
す
る
方
は

進
ん
で
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

■
代
理
・
点
字
投
票
は

　

身
体
の
故
障
な
ど
の
た
め
、
自

分
で
投
票
用
紙
に
候
補
者
等
を
記

載
で
き
な
い
人
の
た
め
に
、
代
理

投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
代
理
投

票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
投
票
日

の
当
日
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
二
人
の
投
票
補

助
者
が
決
め
ら
れ
、
投
票
の
代
理

を
し
ま
す
。

　

ま
た
、
目
の
不
自
由
な
方
に
は
、

点
字
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
遠

慮
な
く
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。

　

い
ず
れ
の
場
合
も
、
投
票
の
秘

密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。

開
票
は

　

開
票
事
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、

投
票
日
当
日
、
午
後
８
時
45
分
か

ら
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
行
い
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
井
手
町
選
挙

管
理
委
員
会
（
℡
82
‐
６
１
６
１
）

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

戦没者等のご遺族の皆さまへ　お手続きお忘れではありませんか？
 
○特別弔慰金の趣旨
　今日の我が国の平和と繁栄の礎となった戦没者等の尊い犠牲に思いをい
たし、国として改めて弔慰の意を表するため、戦没者等のご遺族に特別弔
慰金（記名国債）を支給するものです。第十回特別弔慰金については、ご
遺族に一層の弔慰の意を表するため、償還額を年 5 万円に増額するととも
に、5 年ごとに国債を交付することとしています。
 
○支給対象者
　戦没者等の死亡当時のご遺族で、平成 27 年 4 月 1 日（基準日）において、

「恩給法による公務扶助料」や「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族
年金」等を受ける方（戦没者等の妻や父母等）がいない場合に、次の順番
による先順位のご遺族お一人に支給。
　1. 平成 27 年 4 月 1 日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金
　　の受給権を取得した方
　2. 戦没者等の子
　3. 戦没者等の 1. 父母　2. 孫　3. 祖父母　4. 兄弟姉妹
　　※戦没者等の死亡当時、生計関係を有していること等の要件を満たし
　　ているかどうかにより、順番が入れ替わります。
　4. 上記 1 から 3 以外の戦没者等の三親等以内の親族（甥、姪等）
　　※戦没者等の死亡時まで引き続き 1 年以上の生計関係を有していた方
　　に限ります。
○支給内容　額面 25 万円、5 年償還の記名国債
○請求期限　平成 30 年 4 月 2 日（月）まで（請求期間を過ぎると第十回
　特別弔慰金を受けることができなくなりますのでご注意ください。）
○請求窓口　　住民福祉課
　※なお、平成 32 年 4 月 1 日を基準日とする特別弔慰金については、平
　成 32 年 4 月 1 日から請求受付を開始する予定です。
　請求手続など詳しくは、住民福祉課（℡ 82 － 6164）まで。

第十回特別弔慰金について

戦没者遺族相談員について
　戦没者遺族の援護の相談に応じ、必要な指導、助言を行うとともに、関
係機関と円滑な調整を行い、戦没者遺族の福祉の増進を図ることを目的と
して設置されています。戦没者遺族相談員は、厚生労働大臣が委託しており、
戦没者遺族に係る各種年金、給付金等の受給に関する相談に応じ、必要な
指導を行ったり、戦没者遺族の生活上の問題に係る相談に応じ必要な指導
を行っています。

　井手町を担当する戦没者遺族相談員の方は次のとおりです。
　・分担地区：　八幡市・京田辺市・綴喜郡
　・氏　　名：　安岡　賢治
　・住　　所：　京田辺市田辺北里２４
　・電話番号：　６２－１３７６
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＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

3 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

12 日（月） 10：30 ～ 11：30 いづみ保育園園庭開放 いづみ保育園

13 日（火） 10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ ※申込制

15 日（木） 10：30 ～ 11：30 玉川保育園園庭開放 玉川保育園

16 日（金） 9：45 ～ 12：00 たんぽぽ広場
「バスでお出かけ」 ※申込制

19 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

20 日（火） 10：00 ～ 11：30 のびのびクラブ ※申込制

26 日（月） 10：00 ～ 11：30 ぱくぱく教室 ※申込制

4 月

４月の予定は、子育て支援センターにお問い合わせください

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30
　　　　　　土曜日　　　　　　8：30 ～ 12：00
※料金や詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

消防署からお知らせ
　電気器具は便利なものですが、 誤った使い方や取扱いの不注意から火災となる場合があります。
電気器具を安全に使用するため次のことに注意し、 説明書をよく読んで正しく使用しましょう。

お問合せ　　京田辺市消防署　井手分署　　ＴＥＬ　８２－３０００

電気器具火災にご注意を！

いたんだまま
使用しない

プラグにほこりを
ためない

重いものを
のせない

消してないよ！

コードをたばねない

タコ足配線をしない

  一時預かり



広報いで H30-0311

『いづみ人権交流センター』では ...
人権について考えよう！

　いづみ人権交流センターでは、地域社会の中で福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となるコミュニ
ティーセンターとして、相談事業や人権課題解決のために次の各種事業を行っています。

☆相談事業・・・同和問題をはじめあらゆる人権に関する相談、また生活上の相談に関する窓口を設置し、
　適切な助言指導を行っています。相談は無料で予約制です。
　月曜～金曜（祝日を除く）9 時 00 分～ 16 時 30 分まで

☆啓発・広報活動事業・・・『広報いで』やいづみ人権交流センター情報紙『きらめき』等で広く人権に関
　する理解を深めるとともに、人権講座や人権子育て講演会等も随時開催しています。

☆地域交流事業・・・教養・文化活動等を通して地域住民の交流を図るための『太極拳教室』、『パソコン教室』、
　『料理教室』、『自力整体教室』等を開催しています。

☆隣保館デイサービス事業・・・いづみ人権交流センターでは、障がい者及び
　高齢者の方々を対象に、自立支援及び生きがい対策として次のような教室を開
　催しています。
　　季節にちなんだ食材を使った『料理教室』、編み物、刺繍、パッチワーク等
　の『手芸教室』また『ペン習字教室』や『健康体操教室』等

☆地域交流促進事業・・・地域の実情に即した創意工夫のある講座を継続して開催し、地域住民相互の理
　解と交流を促進する事業を開催しています。地域の伝統食・郷土料理の『ちまきづくり教室』や『そば
　打ち教室』、『陶芸教室』等　

　各種教室の募集等に関しては、いづみ人権交流センター情報紙『きらめき』や『いづみまなび教室だより』
をご覧ください。この他にも、あなたのこころの悩みに専門のカウンセラーが寄り添う『こころの相談室』
や児童虐待相談、DV 相談も受付けています。詳しくは、いづみ人権交流センター（電話 82-3380　FAX82-
4112）までお問い合わせください。

　平成 30 年 4 月から、井手町では認知症初期集中支
援チームを設置していきます。ご本人やご家族の「認
知症かも…」という気づきから相談を受け、家庭に
医療と福祉の専門チームが訪問します。ご本人やご家
族の状況を伺い、認知症の専門医とともに最適な支援
を考え、地域で安心して暮せる生活を継続できるよう
しっかりサポートします。
　チームは医療、介護サービスへとつなぐだけでな

ピーンと体操　グーンと体操　シャキッと体操
今年度は、おうちでできる運動をご紹介してきましたが、いかがでしたでしょうか。最後に足踏み運動を通して、
今の筋力状態を再確認しましょう。これまでご紹介してきた体操を今後も続けて取り組んでいただけたら幸いです。

地域包括支援センター
  （℡８２－３６９０）

地域で見守る体制が整備されます
　平成３０年 4 月から、認知症初期集中支援チームが発足

く、ご本人ご家族の状況やそれぞれの思いに寄り添
い、認知症と共に生きるこれからの暮らしをお手伝い
します。

※詳しいお問い合わせ先は、
井手町高齢福祉課（℡８２－６１６５）または
地域包括支援センター（℡８２－３６９０）まで

認知症

上半身を起こす

腕はしっかり振る

足をしっかり上げる

かかとから足を下ろす

プチ脳トレ♪にチャレンジ！
各問題５秒以内でできますか？

(A) ０から９の数字のうち、
１つ足らない数字は？

(B) カタカナの中にある
２つの野菜の名前は？

参考：独立行政法人国立長寿医療研究センター、2011、『認知症予防マニュアル　記憶力の向上を目指したプログラム』プチ脳トレ答え：（A）4　（B）コマツナ、ハクサイ



広報いでH30-03 12

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
太
極
拳
》

日
時
／
３
月
23
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

《
人
権
学
習
（
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
）》

日
時
／
３
月
23
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
正
午
、

　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
３
月
22
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

●

Information

おしらせ
「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日　

時
／
４
月
８
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　
　

会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
４
月
７
日
（
土
）
午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

給
水
を
停
止
し
ま
す
！　

　

水
道
料
金
の
未
納
の
方
は
ご
注
意
を
！

　

井
手
町
の
水
道
は
、
使
用
者
か
ら
の
料
金

収
入
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
水

道
料
金
が
納
付
さ
れ
な
い
と
、
事
業
の
経
営

に
支
障
が
生
じ
ま
す
。

　

負
担
の
公
平
と
水
道
事
業
の
円
滑
な
経
営

の
た
め
、
水
道
料
金
は
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
料
金
が
未
納
の
方
に
対
し
て
は
、

講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
３
月
20
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
大
正
琴
》

日
時
／
３
月
23
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

健　

康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
３
月
14
日
（
水
）・
28
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新
に
つ
い
て

新
し
い
保
険
証
は
３
月
中
に
郵
送
し
ま
す

　

現
在
、
お
持
ち
の
保
険
証
の
有
効
期
限
は

平
成
30
年
３
月
31
日
の
た
め
、
新
し
い
保
険

証
を
３
月
中
に
簡
易
書
留
郵
便
で
世
帯
主
様

あ
て
に
加
入
者
全
員
の
保
険
証
を
郵
送
し
ま

す
。

　

な
お
、
保
険
証
の
郵
送
日
時
点
に
お
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
世
帯
に

関
し
て
は
保
険
証
の
郵
送
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
、
保
健
医
療
課
に
お
い
て
納
付
相
談
を

行
っ
た
後
に
更
新
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

受
け
取
ら
れ
た
新
し
い
保
険
証
の
内
容
に

実
態
と
異
な
る
点
が
あ
る
場
合
は
、
新
旧
の

保
険
証
、
印
鑑
及
び
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
）、
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
な
ど
）

を
持
っ
て
保
健
医
療
課
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
４
月
１

日
以
降
の
使
用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
手

数
で
す
が
ハ
サ
ミ
や
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
な
ど
で

処
分
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊
お
問
い
合
せ
は
保
健
医
療
課
（
℡
82
‐

６
１
６
６
）

給
水
条
例
に
基
づ
き
給

水
を
停
止
し
ま
す
の

で
、
早
急
に
お
支
払
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、

上
下
水
道
課
（
℡
82
‐

６
１
６
９
）
ま
で

日　

時
／
平
成
30
年
４
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
半　

Ｊ
Ｒ
木
津
駅
集
合

　
　
　
　

午
後
４
時
半
頃　

Ｊ
Ｒ
上
狛
駅
解

　
　
　
　

散

コ
ー
ス
（
予
定
）
／
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
～
安
福
寺

（
平
重
衡
供
養
塔
）
～
首
洗
池
・
不
成
柿
～

泉
橋
寺
～
茶
問
屋
街
～
木
津
川
市
役
所
山
城

支
所
（
ト
イ
レ
休
憩
）
～
国
史
跡
高
麗
寺
跡

～
京
都
府
立
山
城
郷
土
資
料
館
（
昼
食
、
銅

鏡
作
り
）
～
天
竺
堂
1
号
墳
石
室
～
Ｊ
Ｒ
上

狛
駅

内　

容
／
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
か
ら
安
福
寺
な
ど
を

経
由
し
て
木
津
川
を
渡
り
、
泉
橋
寺
の
地
蔵

大
仏
、
茶
問
屋
街
、
高
麗
寺
跡
を
巡
り
京
都

府
郷
土
資
料
館
で
昼
食
、
銅
鏡
作
り
を
し
た

あ
と
、
天
竺
堂
1
号
墳
石
室
な
ど
を
散
策
し

Ｊ
Ｒ
上
狛
駅
ま
で
帰
り
ま
す
。

・
小
雨
決
行
（
荒
天
中
止
）

山
背
古
道
ミ
ニ
ウ
ォ
ー
ク　

　
　
　
　
「
銅
鏡
を
作
ろ
う
」

・
参
加
費　

銅
鏡
作
製
費　

７
０
０
円

・
持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
（
弁
当
７
０
０

円
で
申
込
可
、
申
込
は
４
月
10
日
ま
で
）　　

＊
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
山
背
古
道
探

検
隊
事
務
局
（
井
手
町
企
画
財
政
課
内　

℡

82
‐
５
２
１
２
）　　



広報いで H30-0313

１　募集種目及び試験期日等
募集職種 受付期間 試験期日 資　格

予備自
衛官補

一　般
第１回
１月９日 ( 火 ) ～４月６日 ( 金）
第２回
７月１日 ( 日 ) ～９月１４日 ( 金 )
※第１回で採用予定数に達した場
合、第２回は実施しない場合があ
ります。

第１回
　４月１４日 ( 土 ) ～１８日 ( 水 )
第２回
　９月２９日(土)～１０月２日(火)
※いずれか 1 日を指定します。

１８歳以上３４歳未満の者

技　能
１８歳以上で国家免許資格等
を有する者（資格により年齢
の上限があります）

幹　部
候補生

一　般
（大卒程度）

３月１日 ( 木 ) ～５月１日 ( 火 )

１次
　５月１２日 ( 土 )・１３日 ( 日 )
２次
　６月１２日 ( 火 ) ～１５日 ( 金 )
３次
　海７月９日 ( 月 ) ～１３日 ( 金 )
　空７月１４日(土)～８月２日(木)

２２歳以上２６歳未満の者
( ２０歳以上２２歳未満の者は
大卒 ( 見込含 )。修士課程修了
者等（見込含）は２８歳未満）
自衛官は２８歳未満

一　般
（医卒者）

修士課程修了者等（見込含）
で２０歳以上２８歳未満の者

歯　科
・

薬剤師

１次
　５月１２日 ( 土 )
２次
　６月１２日 ( 火 ) ～１５日 ( 金 )

専門の大卒（見込含）２０歳
以上３０歳未満の者（薬剤科
は２０歳以上２８歳未満の者）

自衛官候補生 年間を通じて行っております。 受付時にお知らせします。※ １８歳以上２７歳未満の者
　（注）平成３１年３月高等学校卒業予定者又は中等教育学校卒業予定者の採用試験は、原則として平成
　　　３０年９月２１日以降に行います
２　受付及び問い合わせ先
　（１）　自衛隊京都地方協力本部（京都市中京区西ノ京笠殿町３８　℡ ０７５－８０３－０８２０）
　（２）　宇治地域事務所（宇治市広野町西浦７１－５　S.C OKUBO ２０２号室　℡４４－７１３９）
　（３）　その他　自衛隊各駐屯地・各基地においても案内を行っています。

平成３０年度自衛官募集案内

子 

育 

て

【
乳
幼
児
健
診
】

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
４
月
９
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
29
・
11
・
７
～
Ｈ
30
・
１
・
４
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

各
種
相
談

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
３
月
19
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
２
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

＊
消
費
生
活
相
談
は
、
電
話
で
も
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。
相
談
専
用
番
号
（
℡

０
９
０
‐
５
８
８
９
‐
５
３
６
７
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
３
月
23
日
（
金
）・
４
月
６
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
３
月
22
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
発
達
相
談
は
予
約
制
で
す

《
育
児
相
談
》

日
時
／
３
月
14
日
（
水
）

　
　
　

午
前
９
時
半
～
10
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
３
月
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
３
月
13
日
（
火
）・
３
月
27
日
（
火
）・

４
月
10
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

日
時
／
３
月
14
日
（
水
）・
４
月
４
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は

年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で
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Ａ
．
国
民
年
金
は
、
国
内
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の

人
が
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、

被
保
険
者
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

〈
被
保
険
者
資
格
取
得
届
〉

・
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
な
い
人
が
20
歳
に
な
っ

た
と
き
（
20
歳
に
な
る
と
日
本
年
金
機
構
か
ら
、
国
民
年
金
加
入
に

関
す
る
届
出
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）

〈
被
保
険
者
種
別
変
更
届
〉

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き

　

60
歳
ま
で
に
退
職
し
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
の
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
た
と
き

・
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

Ｑ
．
国
民
年
金
に
つ
い
て
、

　
　
　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
と
き
に
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
か
？

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
３
月
・
４
月
の
休
館
日

３
月
12
・
19
・
22
・
26
・
29
日

４
月
２
・
９
・
16
・
23
・
26
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

３
月

一
般
書

「
路
上
の
Ｘ
」　　
　
　

桐
野 

夏
生

「
茶
屋
四
郎
次
郎
、伊
賀
を
駆
け
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

諏
訪 

宗
篤

「
光
点
」　　
　
　
　
　

山
岡 

ミ
ヤ

「
私
の
頭
が
正
常
で
あ
っ
た
な
ら
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
白 

朝
子

「
花
ひ
い
ら
ぎ
の
街
角
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
永 

南
央

「
鉄
塔
お
じ
さ
ん
」　　
　

黒
木 
渚

「
孤
島
の
祈
り
」

　
　
　

 

イ
ザ
ベ
ル
・
オ
テ
ィ
シ
エ

児
童
書

「
も
う
ち
ょ
っ
と
も
う
ち
ょ
っ
と
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
畠 

純

「
せ
か
い
い
ち
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

西
内 

と
し
お

「
く
ま
の
こ
ポ
ー
ロ
」

　
　
　
　
　
　
　
　

前
田 

ま
ゆ
み

「
と
な
り
の
火
星
人
」　

工
藤 

純
子

「
キ
ツ
ネ
の
パ
ッ
ク
ス
」

　
　
　

 

サ
ラ
・
ペ
ニ
ー
パ
ッ
カ
ー

３
月
・
４
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

４
月
14
日
（
土
）　

午
後
１
時
半
～

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
図
書
館
講
座
》

３
月
27
日
（
火
）　

午
後
２
時
半
～

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会

室
（
※
３
月
24
日
（
土
）
ま
で
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）。

《
図
書
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

３
月
10
日
（
土
）
～
25
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
展
示

ロ
ビ
ー

３
月
・
４
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
～
正
午
）。
３
月
14
・
28
日
・
４

月
４
・
11
・
18
・
25
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午
後
２

時
～
午
後
４
時
）。
３
月
15
・
29
日
・

４
月
５
・
12
・
19
・
26
日

ヒトごろし
京極 夏彦
　鬼と恐れられた新選組の
副長・土方歳三。幼き日に
目にしたある光景が、彼の
運命を狂わせていく。胸に
蠢く黒い衝動に駆られ、人
でなしとして生きる道の先
には…。新選組の闇に切り
込む禁断の異聞。

だまされない　健康に関する
『常識』は間違いだらけ
鎌田實
　食事術からメンタルヘル
ス、がん予防まで。患者の
心のケアも含めた地域一体
型の医療に携わり、長野県
を健康長寿県に導いた鎌田
實が、最新の医学的知見を
もとに自らも実践する健康
法を紹介する。

手ぶくろを買いに
どい かや
　生まれてはじめて雪を見
て、そのまぶしさと冷たさに
びっくりした子ぎつね。か
あさんぎつねから白銅貨を
もらって、毛糸の手ぶくろ
を買いに町へ行くと…。新
美南吉の珠玉の物語を、画
家・どいかやが絵本化。

中学英語で話そう日本の文化２
大門 久美子
　日本の文化を中学英語で
紹介するときの表現を会話
形式で収録。２は、電車に
乗る、ショッピングをする、
道を教えるなど、日本の街
中で必要な会話を取り上げ
る。すぐに使える単語や表
現も掲載する。

　

配
偶
者
が
退
職
し
、
会
社
員
や
公
務
員
な

ど
の
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

（
配
偶
者
が
65
歳
に
達
し
て
第
２
号
被
保
険

者
で
な
く
な
っ
た
と
き
を
含
む
）

・
収
入
が
増
え
、被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ

た
と
き

　

収
入
が
増
え
、
会
社
員
や
公
務
員
な
ど
の

被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
（
パ
ー

ト
収
入
が
１
３
０
万
円
以
上
に
な
っ
た
と

き
）

　

お
問
い
合
わ
せ
住
民
福
祉
課
ま
で
（
☎
82

―
６
１
６
４
）



広報いで H30-0315

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入
　れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・
　洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（3月 11 日～ 4月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 3月15日 4月5日 3月29日 3月22日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 3月16日 4月6日 3月30日 3月22日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 3月22日 4月5日 3月29日 3月15日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域
3月14日
4月5日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

3月15日
4月6日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

3月16日
4月9日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

3月19日
4月10日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

3月20日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

3月22日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

3月23日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

（カン）

出せる物・出し方
◆出せるカン　　　　　ジュース、ビール、缶詰などの空缶
◆出し方　　　　　　　必ず中身を出す。簡単な水洗いをする。中身の見える袋で出してください。
◆出せないカン　　　　一斗缶、フライパン、やかんはその他ごみの日。スプレー缶は他のごみと別の中身の
　　　　　　　　　　　見える袋でその他ごみの日に出してください。なお、使用済み乾電池は、カンと混
　　　　　　　　　　　ぜないで中身の見える別の袋でカンの日に出してください。
　　　　　　　　　　　＊充電池、ボタン電池は購入店などに返却してください。



月日 曜日 行　　　　事
3/11 日 第32回井手町解放文化祭（午前10時～午後３時、いづみ人権交流センター）
12 月

13 火
すくすくクラブ（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）
泉ヶ丘中学校卒業証書授与式（午前９時半～、泉ヶ丘中学校）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

14 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑、いづみ人権交流センター）
パソコン教室 ( 午後２時半～５時、いづみ人権交流センター )

15 木
16 金
17 土
18 日
19 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

20 火
小学校卒業式（午前９時 15分～、井手小学校・多賀小学校）
のびのびクラブ（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）
中華料理教室（午前 10時～、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

21 水 春分の日

22 木
発達相談（保健センター、予約制）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
パソコン教室 ( 午後２時半～５時、いづみ人権交流センター )

23 金
大正琴教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
人権学習（午前 11時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

24 土
25 日

26 月
ぱくぱく教室（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）
手芸教室（午前 10時～、午後１時半～、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

27 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）
図書館講座（午後２時半～４時半、山吹ふれあいセンター集会室）

28 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）

29 木
30 金
31 土
4/1 日 無火災デー防火パレード
2 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）
3 火
4 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）
5 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）
6 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
7 土
8 日 井手町議会議員一般選挙・京都府知事選挙投票日（午前７時～午後８時、各投票所）

9 月 小学校入学式（午前９時半～、井手小学校・多賀小学校）
乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）

10 火 泉ヶ丘中学校入学式（午前９時半～、泉ヶ丘中学校）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

おめでとうございます まちのカレンダー
（3月11日～4月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(1 月 21 日から 2月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 新 谷　梨

り
 杏
あん

瑞 生

井 手 渡 邉　佳
か

 希
の

佳 穂

井 手 𠮷 村　愛
あ

 心
こ

美 幸

〈
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〉


